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連結業績と前期実績値との差異及び 

営業外収益及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年３月期の連結業績と前期実績値との間に差異が生じましたので、下記のとお

りお知らせいたします。 

また、当社は、2026 年３月期において、営業外収益及び特別損失を計上いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年３月期の連結業績と前期実績値との差異 

（2025 年４月１日～2026年３月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 期 実 績 ( A ) 

百万円 

517 

百万円 

△800 

百万円 

△743 

百万円 

△801 

円 銭 

△72.85 

当 期 実 績 ( B ) 1,196 △585 △174 △188 △16.68 

増 減 額 ( B - A ) 679 214 568 613  

増 減 率 ( % ) 131.3 ― ― ―  

＜差異の理由＞ 

技術・事業領域の拡大に加え、フィジカル AI 市場の本格化を背景に、デジタルツイン・ロボ

ット向けに多角的に売上が伸長し、売上高は前期実績から増加となりました。 

営業利益については、主に売上伸長により、前期実績値から改善いたしました。 

経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益については、上記要因に加え、主に為替差益

の増加により、前期実績値から改善いたしました。 

 



  

 

２．営業外収益の計上 

ポンド・ユーロ・ドルの為替レートの変動に起因する為替差益を当第３四半期累計では 327

百万円計上しましたが、当第４四半期累計では 354 百万円計上しました。 

 

３．特別損失の計上  

取得した研究開発等の固定資産の評価減に対する減損損失 12 百万円を特別損失に計上しまし

た。 

 

上記の営業外収益及び特別損失の計上による業績への影響につきましては、本日公表いたし

ました「2026 年３月期 決算短信[日本基準](連結)」に反映しております。 
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